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を 15種 の 各種有機溶剤を使用 し て 行つ た が，水 ， 石炭

酸以外 の 溶剤に つ い て は Rf は 0 で あつ た．

　更に 水に 極め て 溶解性が 強 く，　 メ タ ノ ール ， ヱ タ

ノール
，

ア セ ト ン に 溶け る以 外は 多 くの 有機溶剤に 難

溶又 は不溶解性 で あ り， 広範囲の 抗菌性を示す物質で

あ る 点 か ち ， 非常に 興 味 あ る抗 生 物質で あ る と考 え ら

れ るが ， 本報 に於 い て は 菌学的性質 ， 抗菌 ス ペ ク トル

抽出方法 ， 理 化学的性 状 に つ い て 報告 す る もの で あ

る．

　62．微生物 の 生産する抗菌性物質　（第 23報 ）

　　　　昇華性抗 生 物 質 Svbiimemycinに
f2

い て

　　　　　　　　　阪 大，エ ， 醗 酵 　田 口 　久治

　Subli皿 omycil1 を生産する放線菌 B42 は BERGY の

分類書に 依れ ば S・matenconi 　eこ類似 す る 点 を有す るが

全 く
一

致す る菌株 を 見出 し得 な い の で S．mayaensis 　n ・

sp ・と命名 した．本菌株 は グ ラ ム 陽性 ， 陰性細 菌に 微弱 な

抗菌力 を 有 し抗 駿 性 菌 に 最 も強 い 抗蒙性 を示す
’
．濾液

を pH 　2 ．0 に 調整 し活性炭 に 吸着せ しめ て 80％ ア セ ト

ン で 溶出 し得 る．ア セ トン を除去後醋酸 ブチ ル に 転溶

し之を 貞空濃 縮 す る と粗 結晶 を生ずる．J −・一一テ ル ， メ

タ ノ ール で 再結晶 す る と自 色燐片伏結晶 を得 る． Su −

blimomycin は 1201Cで昇華する．分解点 は 135℃ で あ

る ．紫外部吸 収 は 270皿 μに 極大 阻 を 有 し ， 元素分析の

結果は C ：44．87％ ，
H ：5 ．86％ ，

0 ：49．27％ の 組成

を有し て お り最小阻止濃度は B・subti “s に 対 して 100

γ／c．c．，　E ．　ooli 　 eこは 50r！cc，　M ・avium に は 25r！cc で あ

る．尚 S．mayasnsis は Sublimomycin 以外 に 油伏の

抗圭物質を生産 し本物賀 も亦抗襲距菌ic強い 抗董鮭を

示 す．

65．抗菌性物質に つ い て 　（第 3 報）

　　　 徳 島大 ， 応 化

　　　　　 0武市一孝，岡田好 平，加納邦雄

　演者達 まさ きに Ginnamenyl　acryl 晦ure 系並びに

現 珀酸 系 1匕合物 の 抗霾性 に つ い て 研N し Carboxyl 基

に 隣接 して 共 距二 重 詰合を有 ザる酸 D 抗郵力 が優 ぼて

い る こ と を報告 した．

　今度 は Phenyl 　 cinnamenyl 　 acrylSdure ，（】i皿 u一

皿 y星ide且 malons 議ure
，
　 Cinnamenyl 　 croton 　 s加 re，

Cinnamenyl　augelica 語 ure 及 び rFurfuryliden 　Cro．

tons註ure
，
　 Nitro−Cinna 皿 巳nyl 　 acrylsliure

，
　Cinnamyli ・

dcn 　 brcnztraubensliure等 を合成 し ， それ等 D 抗
…
9恵　IVS

に つ い て 比 咬倹討し た績果を報告蛍る．

64．抗生物質の 醗酵 工業 へ の 応用　（第 1 報）

　　 酥枯 し申 の 細 菌に対する抗生物 質の 作用

　　　阪大 ， 工 ， 醸 酵

　　　　 田 口久治，細見正明，○箕面崎弘子

　清酒醸造 に 於 け る翫枯 し 中に 生育す る 細菌及 び酵母

を分離 し ， 清酒醸造上 有害 な細 菌に 対 し て ネ オ マ イ シ

ン
， ポ リ ミキ シ ン ，バ シ ト ラ シ ン ， ス トレ プ トマ イシ ン

の 4 種の 抗 生 物質を 作用 せ し め ， そ の 生育を阻止 す る

の を目的とし先ず肉汁寒天培地 ，HENNEBERG 氏 （aXb ）

両培地及び麦芽汁培地 の 4 種類の 培地 を使用 して戻 し

直後の 枯翫中 （菌数 i・3xlO619 ） 及 び 戻 し 後45 目 目 の

枯玩（菌 tu1．1x10Y9 ）中の 細蒭を 分雄 し， グ ラ ム 染 色

法，胞 子染色法の 顕微鏡的性質検査並び に 肉汁寒天培

地 ， 肉汁培地 ， 馬鈴薯培地，ゼ ラチ ン 培地 ，牛 乳培 地

等で の 菌学的性状検査 を行 い 戻 し 直後の 細菌 を 韮6 群

に，45日 目 の 細菌 を25群に ， 各 々大別し各群 に つ き前

述 4 種 の 抗 生 物質 を lr！ml ， 2r！ml
，
5r！ml

，
10rXml，

50rf皿 1 の 濃度 で 作用 さ せ そ の 効果を 比 較 検討 す る も

の で あ る．

65，抗黴性物質に関する研究　（第 11報）

　　 N ’hydroxy ・2・pyridine　thi。 ne の 抗 黴 作 用 に関す

　　　る 2，
3 の 知見

　　　塩 野 義製 薬研 究 所

　　　　　　　　 ○岡 林 　直 ， 増尾栄太郎

　今迄主 と し て 4 位 に 置換基 を もつ Pyridine 及 び

quinnline−N −oxide 類 の抗徽作用 を 中心 に 研究 を進め

て 来 た が．最近 の 文献ICよ る と 2 位に 置換 基 を も つ

QLyridine・N ・oxide 類 の 中に 垂 ni ‘roquinoline −N ・oxide

に 勝 る抗黴力D あ る もの が報告され て い るの で ， こ れ

等 」）化合物2）中 N −hydroxy ・2−pyridine　thlone を造 り ，

そ の 抗黴年用 を し らべ tt．この 物 質 は或 る 場 合に は 4・

nitroquinoline
−N −oxide よ り強 い 抗轍作用 を発揮ずる

が，作 用条件に よ つ て は 非常 ｝こ弱 くな る 篳 を 認 め た ．

その 外 SH 化合物 や金属塩7）影響に つ い て も検討を 加

え若千の 知見をtie　t：の で 其の 結果を 報告す る．

．66．ペ イ ン トに発生ナる徽とその 防黴に関 ナ

　　 る研 究　（第 16報）

　　　 抗 生物 質の 抗 微 駐 に つ い て

　　阪大 ， 工 ， 醸酵

　　　　 寺本四郎 ， ○ 吉井宗 平， 川合繁昌

著者等 ま抗徽rF用を有 1る既知の 抗轍物貫を用 い て

N 工工
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